
1.　はじめに

建設業は，地域の安心・安全を支える社会基盤
の整備に不可欠な産業であり，災害対応，インフ
ラの維持管理，都市の発展など，私たちの生活の
根幹を支える役割を担っている。しかし近年，急
速な高齢化や若者の業界離れが進行し，将来の担
い手確保が喫緊の課題となっている。特に地方に
おいては，技術者の不足が深刻化しており，災害
時の対応力やインフラ整備の継続性に不安が生じ
ている。
こうした状況に対応するため，京都府では建設

業の魅力を広く発信し，若者の入職促進と人材育
成を目的とした取組を開始した。この取組が「京
都府建設業魅力向上プロジェクト」である。

2.　事業導入の経過 

令和元年 7 月，一般社団法人京都府建設業協
会，一般社団法人京都府測量設計業協会，京都府
建設交通部を中心に「京都府建設業魅力向上プロ
ジェクト推進会議」を設立し，官民が連携して建
設業の魅力発信と人材育成に取り組む体制を整備
した。
同時に，国の機関，府内の市町村，建設業団

体，教育機関が参画する「京都府建設業魅力向上

プロジェクト推進プラットフォーム」を立ち上
げ，現在では 33 団体が参画している。このプラ
ットフォームは，業界・行政・教育が一体となっ
て若者の入職促進と技術者の育成を図るための基
盤として機能している。
設立当初から，建設業界のイメージ改善と若年
層へのアプローチを重視した広報活動による入職
促進と人材育成を両輪とした施策を展開してきた。

3.　事業制度

本プロジェクトでは，次のような多角的な施策
を実施している。

⑴　現場見学会・インターンシップ
小学生から大学生までを対象に，建設現場での
見学会やインターンシップを実施している（写真
－ 1，2）。実際の施工現場を体験することで，建
設業の社会的意義や技術の面白さを肌で感じても
らう機会を提供している。

⑵　女性技術者の意見交換会
建設業界における女性技術者の活躍を促進する
ため，現役女性技術者による意見交換会を開催し
ている（写真－ 3）。現場環境や働き方に関する
率直な意見交換を通じて業界のリアルな声を拾い
上げることで，女性の進路選択の幅を広げるとと
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もに，職場環境の改善にもつなげている。

⑶　SNS・動画による情報発信
Instagram や X（旧 Twitter）等の SNS を活

用し，京都府内の施設や建設機械の紹介，イベン
ト告知などを継続的に投稿し，建設業の魅力を広
く伝えている。
また，YouTube には本プロジェクトで制作し

た PR動画「GENBAへススメ！」（写真－ 4）を
公開している。この動画は，現場で働く技術者の
姿をリアルに描き，仕事のやりがいを分かりやす
く伝える内容となっている。

⑷　啓発マンガ・パンフレット・土木カードの配布
建設業の仕事内容や，やりがいを分かりやすく
紹介する啓発マンガやパンフレット（写真－ 5）
を制作し，京都府ホームページ上で公表している
ほか，イベント等でも配布している。

写真－ 5　啓発マンガ及び啓発パンフレット

また，京都府内の土木施設を紹介する「土木カ
ード」を作成し，各施設の所管事務所等で配布し
ている。土木カードには構造物の特徴や諸元等を
記載しており，子どもから大人まで幅広い層に建
設業への関心を持ってもらえるよう工夫を凝らし
ている。現在，第 3弾まで作成しており，カード
収集をさらに楽しむための仕掛けとして，各弾の
全種類を集めた方には専用の土木カードホルダー
を配布している（写真－ 6）。

⑸　フォトコンテストの開催
新型コロナウイルス感染症の影響により，対面
での現場見学会等が開催できなかった令和 2年度
から令和 4年度までは「どぼく・けんちくフォト
コンテスト」を開催した。

写真－ 1　白鳥トンネル工事見学会 （令和 5年）

写真－ 2　 国道 429号道路新設改良工事見学会（令
和 6年）

写真－ 3　女性技術者意見交換会の様子

写真－ 4　GENBAへススメ！（全 3本）
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建設現場や土木構造物の魅力を写真で表現する
企画であり，「京都府内の道路，橋，トンネル，
河川，ダム，建物や建設現場など，どぼく・けん
ちくの魅力が伝わる作品」または「測量や設計を
する人，建設現場で働く人，清掃などボランティ
ア活動をする人，災害復旧に当たる人など，京都
府内でどぼく・けんちくに関わる人の輝いている
様子を捉えた作品」を募集した。
応募者の中には一般府民や学生も多く，建設業

に対する新たな視点を引き出す機会となった。入
賞作品は京都府庁や各土木事務所で展示され，来
庁者が広く目にする機会を設け，業界の魅力を視
覚的に伝えるツールとして活用した（写真－ 7）。

写真－ 7　受賞・入選作品の展示

⑹　商業施設等でのイベント開催
令和 3年度からは，イオンモールなどの商業施

設において，子どもを対象とした建設業体験イベ
ントを開催している。建設業をより身近に感じる
ことのできる体験ブースを設け，地域住民との接

点を創出することで，業界への理解を深めること
を目的としている。
令和 7年度はイオンモール京都五条及びイオン
モール久御山で 1日ずつイベントを実施した（写
真－ 8）。VRによる重機操作体験「重機でGo」（写
真－ 9）や，京都市立京都工学院高等学校による
ペーパートンネル製作体験（写真－ 10）など，
計 6ブースを設け，2日間で延べ 800 名を超える
参加があった。前年度に開催した同イベントに参
加された方も見受けられ，継続的な関心を生む取
組となっている。

写真－ 6　 土木カードホルダー及び土木カード 
（全３弾，51種）

写真－ 8　 イオンモール久御山での建設業体験イベ
ント

写真－ 9　VRによる重機操作体験

写真－ 10　ペーパートンネル製作体験
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⑺　教育機関との連携
小学校から大学までの教育機関を訪問し，建設

業界の現状や魅力を伝える講座（出前語らい）を
実施している（写真－ 11）。また，教育機関と建
設業者とが連携して意見交換会や現場見学会を実
施するなど，進路選択の支援を行っている。

写真－ 11　 舞鶴市立中筋小学校での出前語らいの
様子（令和 6年）

4.　事業の成果

3．に挙げた各種取組により，京都府内におけ
る建設業への関心は着実に高まりつつある。SNS
のフォロワーやイベント参加者も年々増加してお
り，若者との接点が広がっていることが確認され
ている。
インターンシップ等では，業界に興味を持ち，

実際に入職した事例も複数報告されており，本プ
ロジェクトの成果が具体的な形で現れている。
また，商業施設でのイベントでは，家族連れを
中心に多くの来場者が建設業の体験を楽しみ，地
域とのつながりを深める機会となっている。啓発
マンガやパンフレット，土木カードの配布も好評
を得ており，建設業の魅力を身近に感じてもらえ
るツールとなっている。

5.　おわりに

京都府建設業魅力向上プロジェクトでは，建設
業界の将来を担う若者の入職促進と人材育成を目
的に，官民連携による多角的な取組を展開してき
た。その成果は着実に現れており，今後の展開に
向けた基盤が強固になりつつある。
今後は，各土木事務所と連携し，地域に根ざし
た魅力発信を継続する方針である。現場見学会の
情報発信といった広報活動の充実を図りながら，
教育機関との連携を通じて，将来の担い手育成に
向けた取組を引き続き発展させていく。
建設業は，地域の未来を支える重要な産業であ
る。京都府では，建設業が若者に「選ばれる業界」
となることを目指し，今後も多角的なアプローチ
で魅力向上に取り組んでいく所存である。
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